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泌 尿器科 領域 にお け るT-1220の 臨 床効 果 につい て

生亀芳雄 ・小川秀彌

関東逓信病院泌尿器科

(部長:生 亀芳雄)

T-1220は 富 山化学工業株式会社の綜合研究所におい

て新 しく開発 された半合成ペニシリンで,そ の構造式は

Fig.1に 示 したような ものである。

本 剤 の特 徴 は グ ラム陽 性 お よ び 陰性 菌 に対 して 殺 菌 的

に作 用 し,緑 膿 菌,変 形 菌 お よ び ク レブ シ ェ ラ菌 に対 し

ペ ニ シ リ ン系 抗 生 物 質 とし て,よ り強 力 な抗 菌 力 を 示 す

とい わ れ て い る。

ま た 注 射 に よ り高 い血 中濃 度 が得 られ,ほ とん どが 不

活 性 化 され ず に尿 中 お よ び胆 汁 中 に高 濃 度 に 排 泄 さ れ

る1)。

今 回,わ れ わ れ は 急 性 単 純 性 尿 路 ・性 器 感 染 症 お よ び

慢 性 複 雑 性 尿 路 感 染 症 に対 す る本 剤 の臨 床 的効 果 を検 討

し た の で,そ の 結 果 を報 告す る。

1. 基 礎 的 成 績

文 献 的考 察l)に よ る と2～3の グ ラ ム陰 性 桿 菌 に対 す

る抗 菌 力 は,E. coli 25株 の う ち18株 は そ のMICが

1.56～3.13μg/mlに あ るが3株 は>100μg/mlで あ っ

た 。 Psendomonas aeruginosa 200株 で は45株 が3.13, 95

株 が6.25,29株 が12.5μg/mlと な っ て い る 。PProteus

mirabilisで は100株 の う ち22株 が0.39, 55株 が0.78

μg/mlで あ り, Proteusvulgaris 25株 で は13株 が1.56μg/

mlの 抗 菌 力 を 示 して い る。

血 中 濃 度 は ヒ トに1gを 筋 注 し た場 合,そ の ピー クは

筋 注後30分 に あ1) 30μg/ml程 度 で,60分 で22～231μg/

ml,120分 で 約10μ9/mlと な っ て い る 。

尿 中 回収 率 は1g筋 注 で,注 射 後6時 間 まで で66.0±

4.0%と な っ て い る。

II. 年 齢 お よび 性 別

本 剤 を 使 用 した 症 例 は11例 で,年 齢 は30歳 か ら75

歳 まで で,性 別 は 男 子8例,女 子3例 で あ る。

III

. 使用症例 と総合効果

使用症例 とその臨床的効果はTable 1に 示 したごと

くである。

感染をともなう疾患の種類は尿管結 石1,膀 胱腫 瘍

2,神 経因性膀胱2,膀 胱頸部硬化症2,前 立腺肥大症

3,睾 丸炎1例 であるが,症 例8,9,10を 除いてはい

ずれ も術後症例である。

自覚症状,尿 中白血球,尿 中細菌の3者 を総合した臨

床結果は,疾 患の内容からみて尿中細菌の陰性化に重点

をおき,こ れが陰性化 して自覚症状が正常化か改善し,

尿中白血球が明らかに減少したもの(第11例 は尿 中 白

血球は不変)を 有効,そ のほかのものはすべて無効 とし

た。

このような判定基準によると, 11例 の うち有効は5,

無効は6例 という成績である。

Fig.2は,本 剤の使用によって急速にその効 果 がみ

られた化膿性睾丸炎症例の熱型を示したものである。

IV. 疾 患 別 成 績

総合効果については上述したような成績であるが,こ

れは疾患の内容か らみて当然,急 性単純性の ものと慢性

複雑性の ものとにわけて,そ の効果を検討してみる必要

がある。

このような考えからその成績をみた結果はTable 2の

ご とくで,急 性単純性感染症の症例数が少ないのは事実

であるが,2例 とも有効 となっている。これに反し慢性

複雑性感染症では9例 中3例,33.3%と い う有効率であ

る。

Fig. 1 Chemical structure of T-1220

Fig. 2 Case 9 : 49 y. M. Left orchitis
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1. Acute simple urinary and genital tract and 

sexual infections

2. Chronic complicated urinary tract infections 
(Underlying disease)

Table 3 Clinical effects in indwelling and withou 

indwelling catheter

Table 4 Bacteriological effects of T-1220

Table 1 Clinical effects

B Before A After

Table 2 Clinical effects of T-1220 (2)
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Side effect

Peripheral blood

Blood chemistry

of T-1220 (1)

Table 5 Side effects and laboratory findings
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V. カテーテル留置 ・非留置例とその成績

尿路感染症,こ とにその術後にカテーテルを留置する

ことは泌尿器科領域における感染症の誘発,治 療の困難

性に関して宿命的 ともいうべ き問題であるのはい うまで

もないことである。

本剤の使用に際しても, Table 3に 示 したように症例

数に差異はみられるものの,非 留置例の成績は明らかに

良い結果を示している。

VI.起 炎 菌 別 成 績

最後に本剤の起炎菌別 の成 績 を調べ てみ た結果 は

Table 4の ごとくである。

いずれにしても株数が少ないので決定的なことはいえ

ないが,E. coli 6株 の うち3株 が陰性化 しなかった。こ

の点はさいわいに もその保存菌株があったので,特 にそ

のMICを 調べた結果,い ずれ もが>100μg/mlで あ

った。

Psendammasは2株 中1株 が,. Protemsは1株 が陰性化

している。

VII. 血液 ・血液化学変動 と副作用

自覚的な副作用は1例 にじんま疹の出現をみたが,軽

度で注射を中止するほどではなかった。血液 ・血液化学

的変動はTable5に しめしたように,本 剤による異常

変動はみられなかった。

お わ り に

T-1220の 特 性ならびに文献的考察による本剤の抗 菌

力,血 中濃度,尿 中排泄率などについて述べた。

単純性尿路感染症などでは有効な ものが多い と思われ

るが,複 雑性尿路感染症では有効率は33.3%程 度 で あ

った。

当然のことであるがカテーテル留置例の有効率は37.5

%で あったが,非 留置例では66.7%と なっている。

起炎菌別成績ではE. coliが6株 中3株, Psendmnonas

が2株 中1株 が陰性化し,Proteusは1株 のみであ るが

陰性化している。しかしEnterobacterは2株 とも陰性化

しなかった。

副作用は11例 のうち1例 に軽度のじんま疹の発現を

みたのみで,血 液 ・血液化学所見 も本剤による異常変動

はみられなかった。
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CLINICAL EFFECT FOR URINARY TRACT INFECTIONS 
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YOSHIO IKI and HIDEYA OGAWA 
Department of Urology, Kanto Teishin Hospital 

(Director : YOSHIO IKI)

The character of T-1220 and the antibacterial activity, the blood level and excretion 
rates in urine of this drug: cited from literature were described. 

The results of clinical effects in simple genitourinary tract infections were good but 
in complicated urinary tract infections were not so good and its effective rate was 33.3%. 

The effective rate in the cases with indwelling catheter was 37.5% and the cases 
without indwelling catheter was 66.6%. 

Bacteriological effects were as follows. 3 out of 6 strains of E. coli, 1 out of 2 strains 
of Pseudomonas and 1 strain of Proteus were eradicated with T-1220 but 2 strains of 
Enterobacter were continued. 

As side effect with T-1220 in 1 out of 11 cases urticaria was noticed and in hemato-
logical and hematochemical findings no abnormal change was observed.


